
日本福祉リハビリテーション学院同窓会  

第２回 学術局（OT）議事録 

 

日時；平成 24年 2月 20日（月） 19：00～21:00   日本福祉リハビリテーション学院       

 

参加者；小山、小川、野畑、池田     

欠席者： 岸、相馬、西窪 

           

【議題】         

１）症例検討会の内容と日程の決定 

  ＜第 1回＞ 

日 時 ： ５月１２日（土） 15:00～17:40 

   場 所 ： 日本福祉リハビリテーション学院（視聴覚教室か大教室） 

   内 容 ： 症例発表・ケーススタディについて研修を行う。その後、症例発表を３名行う。 

   時 間 ： 症例発表・ケーススタディについての研修（講師未定；合田先生依頼予定） ６０分 

        症例発表 １症例３０分（発表 15分、質疑応答 15分） ３名  合計９０分 

   発表者： 遠藤さん（10期）、相馬さん（11期）、山崎さん（12期） 

       ＊1～3年目で臨床で困っているケースや相談したいケースなどを中心に発表できるよう 

に依頼。その他、発表できそうなケースがあればお願いしていく。 

   アドバイザー ： 廣川さん（1期） 

役割分担 ： 司 会  小山さん 

      受 付  小川さん、野畑さん 

         会場係  西窪さん、池田、（相馬さん）、体調が良ければ岸さん 

■ 症例検討会の開催案内と事前参加申し込みを FAX（各施設へ）と HPにて連絡する。 

■ 参加申し込み方法は FAXとメールで受け付ける。当日受付も可。 

■ FAX作成は野畑さん、送信と事前受付は学院（池田）とする。 

■ 症例検討会終了後にアンケートを実施（小川さん作成）。同時に、次回の研修会（７月）の案

内も参加者に渡していく。 

■ 当日の研修風景の写真撮影とHPへの記事作成を広報に依頼する。また、HPの宣伝と卒業生

のメーリングリスト登録の案内チラシを作成して渡す。 

 

  ＜第 2回＞ 

   日時 ： ９月（PT、STと同日開催にする） 

   場所 ： 日本福祉リハビリテーション学院 

 

 

 



  ＜第 3回＞ 

   日時 ： 11月 

   場所 ： 札幌、かでる 2・7予定 

 

２）研修会の内容と日程の決定 

  日時 ： ７月 

  場所 ： 札幌、かでる 2・7予定 

  講師 ： 坂上先生に依頼予定 

内容 ： 実習に関する現状の学生の状態を講演していただく。講演後、実習に関する取り組みや 

どうしたらよいかなどのテーマを考えて、グループワークを実施する。 

 

３）その他 

 ■ 症例検討会発表者の選出方法について 

  ・次年度（14期生）より新卒の卒業生の中から幹事と同時に症例検討委員を決定する。症例検討委 

員は発表者の選出の際のアドバイザー・連絡をお願いすることとなり、学術会議に参加していた 

だいて一緒に検討していく。 

  ・次年度は、症例検討委員が１年目の新卒しかいなく、現実的に動くのが難しいことが予想される 

ため、今回の発表者が次の発表者を推薦していくリレー方式で行っていく方向で考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 次回会議開催予定 ＊   ５月７日（月） or ８日（火）                                 

 ・第 1回症例検討会の最終確認 

 ・研修会（7月）の内容・日程の決定 

 

（文責 池田） 


